
■2015年イベントスケジュール
７月４日(土) オープニングギャラリートーク 13:30～
７月26日(日) 木雨忌　懇親会2,000円（バスツアー有） 13:30～
８月23日(日) 小山菜穂子朗読会（耳なし芳一） 13:30～　
９月５日(土) 石彫群鑑賞ツアーと邦楽コンサート（シャトルバス運行）
９月27日(日) 石彫群鑑賞ツアーとクラッシックコンサート（シャトルバス運行）

収
蔵
品
整
理
の
た
め
休
館

荘司貴和子
アンコール展
10/31～1/17

市民ギャラりー
　　未定

わの会巡回展
未定

■施設情報、開館案内
東御市梅野記念絵画館　http://www.umenokinen.com/
〒389-0406　長野県東御市八重原 935-1
TEL0268-61-6161　FAX0268-61-6162　umenokinen@ueda.ne.jp
開館時間 午前 9時～午後 5時（4時 30 分迄にご入館ください）
入館料 800円（高校生以上）団体割引700円（15 名以上）
　　　　　身障者割引､学校利用減免､減額制度もあります。
休館日　 7 月6、13､21､27日8月3､10､17､24日　　　　 
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清水　勝
　　動物画展
　7/4～8/30

私の愛する
　　一点展
　7/4～8/30

　とうみ現代
　彫刻三人展
　9/5～10/25

梅野コレクション
　　=彫刻展
　9/5～10/25
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第15回展を迎えて
東御市梅野記念絵画館
館長　　佐藤　修

これってナーニ？……絵画館ホールの図書見本の棚に置い

てある「一点展」の図録を手にとって、お客さんが不思議そうな

顔をしています。ここぞとばかりに近寄って「エー、当館には400

名を越える会員の友の会がありまして……」とお決まりの解説

を語りはじめ、これは梅野前館長が唱えた美術啓蒙運動なん

ですよ、というところで話を締めます。

ホ、ホーとうなずく方の幾人かはそこで会員の申し込みをなさ

います。「一点展」そのもの、あるいはその図録が、友の会の入

会を勧める有力な材料になっていることは間違いありません。

その効あってか今回は新出品者が目立ちます。15回目ともな

れば、メンバーが固定され、作品・作家も偏りがちになっていくの

が通例のこと。新規出品者の登場は友の会が活性化している

ことをものがたっており、常連の方 に々とっても大いに刺激となる

はずです。

梅野さんは最晩年に「めぐりあった美展」と称して自身の絵と

の邂逅譚の数 を々披瀝しました。好きな絵を語ることはそれを

求めた自身の美の感性を語ることです。この一点展は梅野さん

にならって、友の会会員の皆さんの各人の、絵との出会いを語

る「それぞれのめぐりあった美展」なのです。
　2015年7月4日（土）～8月30日（日）
　　　　　　同時開催：清水 勝　動物画展

 オープニング　ギャラリートーク
 7月4日（土）13時30分〜

 清水 勝　動物画を語る

山内龍雄展
10/31～1/17

第15回　私の
愛する
一点展

■2015年展覧会スケジュール
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　　回を重ねるごとに

梅野記念絵画館友の会　会長　　倉沢紀武　

今年は、「私の愛する一点展」を7月下旬の「木雨忌」（今
年は7月26日）と会期が重なるように設定しました。どちらも
友の会の主催行事であり、時期をずらすより一緒のほうが何
かと都合がいいのです。しかしそれにより、第15回の「一点
展」は昨年より2ヶ月も早いスタートとなりました。だから何か
とあわただしく、出品者が今年は減るのではないか、という
不安を抱いていました。
いざ蓋を開けてみましたら、そんなことは杞憂に過ぎず、
今年も例年と同じく70点を超える“私の一点”が寄せられた
ようです。「林倭衛展」という大仕事のあとで、館のスタッフ
のご苦労も大変だと思いますが、この「一点展」も大きな意
義を持つ事業でありますので、遺漏なき運営をよろしくお願
いいたします。
友の会会員のみならず、大勢の人に観覧頂き、このユニー

クな企画がこれからも続くよう、盛り立てていただきたいもの
だと念じております。
ところで、昨年の第一回「木雨賞」は、芝野敬通氏の堀内
康司顕彰活動にあたえられ、絵画館の「堀内康司展」となっ
て結実しました。友の会に集うコレクターの大きな励みとなっ
たことと思います。今後も、「木雨賞」が友の会の事業として
確実に育っていくよう、会員相互の研鑽を期待いたします。

　　　　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

出品作家一覧
青山義雄、浅見哲一、新井狼子、石川寅治、石野容三､磯野
霊山､伊藤順之助、伊藤泰造、猪熊昇、岩井紀美子、梅野亮、
岡野博、小川雨虹、織田広比古、オノザトトシノブ、加藤俊雄、
北村四海、木村辰彦、楠瓊州、小作青史、小島善太郎、ご
とうなみ、小松崎邦雄、榊原始更、櫻井寛、櫻井陽司、佐藤
篤郎、島村洋二郎、清水勝、清水登之、志村一男、志村ふくみ、
タカハシノブオ、武田範芳、棚橋文子、津高和一、坪内節
太郎、冨長敦也、飛矢崎真守、中村民夫、中村直人、中山巍、
西田宏道、野田哲也、野村耕、林倭衛、秀島由己男、平澤
喜之助、船山滋生、古谷博子、松本英一郎、間部時雄、丸
山妙子、水谷真一、宮坂房衛、宮本順三、三輪勇之助、安
元亮祐、山内龍雄、山近一星、山本文彦、横堀角次郎、リエ・
本多・コニック、若松光一郎、渡辺貞一


